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衛星レーザ測距における大気補正の新方式と Lageosを用いた評価

New atmospheric delay correction for satellite laser ranging and its evaluation with La-
geos orbit determination
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衛星レーザ測距（SLR）の解析では，対流圏遅延の補正は 1973年に J.W. Mariniと C.W. Murrayにより考案されたモデ
ルが一般的に使用されている．SLRの観測は Nd-YAGの第二高調波を使用した波長 532 nmによる測距が一般的であっ
たが，最近は複数の波長を使用した測距観測が行われるようになり，532 nm以外の波長においてはMurini-Murrayモデ
ルの補正誤差が問題となってきている．より高精度な対流圏遅延補正のために，V.B MendesによりMapping Function方
式の採用が提案された．Mapping Funnctionを採用した場合でも，SLRの場合は GPSに比べ観測量が少ないため観測局
毎の天頂遅延量を解析と同時に推定する事は困難である．このため，正確な補正のためには各局の天頂遅延量にも十分
な精度が必要と成る．
筆者らは開発中の軌道解析ソフトウェア concertoにMendes MFの実装を行い，Lageosの軌道解析をとおしてMarini-

MurrayモデルとMendes MFの精度比較を行った．またMendes MFに与える天頂遅延量としては，一般的なSaastamoinen
による方式とMendes-Pavlis方式の２種類を比較し，基準と成る天頂遅延量の精度が軌道決定にあたえる精度についても
検証した．


